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飲酒に問題がある犯罪者の更生援助を
荒木 龍彦 法務省保護局―更生保護施設にあける取り組みについて－

別の指導・援助等をきめ細かく行い、成果を上げたことがあった。医療・
福祉機関の親身のバックアップも一定の結果を得るためのたいへん大きな
要素であった。結果的に、飲酒の問題に適切な対処を行えば、受刑歴の多
い人であっても、服役を繰り返す悪循環を断ち切ることができることを示
す事例をいくつも得ることができた。日本は、先進国の中で矯正施設にＡ
Ａのメッセージが運ばれていない最後の国だとＡＡの方に聞いたことがあ
った。しかし、事実はそうではなく、以前にもＡＡが刑務所や更生保護施
設にメッセージを運んだことは、何度となくあった。ただ、せっかく行わ
れても双方の何らかの事情により行われなくなってしまっていたのが実情
である。続かない原因はいろいろあるだろうが、熱心な個人の努力に依存
する部分が大きかったこともその一つであったろうと思われる。その意味
で、今回、一会員、又は一地域の取り組みとしてではなく、ＪＳＯが組織
的な活動として取り組み始めたことは、画期的なことであるといえる。他

、 、の更生保護施設では ＡＡメンバーと寮生との意識の隔たりが埋められず
1年余りで施設にメッセージを運ぶ活動が途絶えてしまったこともあった。
この例のように、まだしばらくの間は、相互の理解不足から連携のちぐは
ぐな時期が続くことであろう。ただ、それをこれまでと同様の試行錯誤の
繰り返しにしないためにも、ＡＡの方々や医療、福祉関係諸機関の方々と
のコミニュケーションの回路を絶やさずにおくことは大切であると考えて
いる。欧米の団体や民間施設を見ると、薬物、アルコールの影響下に犯罪
を反復して社会に脅威を与えてきた人々が、その団体のプログラムを通じ
てむしろ同様の人々を回復の方向に導く積極的な役割を果たすようにもな
っている。適切な援助システムを用意すれば、将来、それは日本において
も可能であると思っている。

注）更生保護施設は、刑務所を出所後、帰る先のない
人たちに宿舎を提供し、就労を助けるなどして円
滑な社会復帰を支援する施設で、全国に100施設ほ
どある。かつては「更生保護会」といったが、平
成７年に更生保護事業法が施行されてから「更生
保護法人」という民間団体が運営する「更生保護

施設」と呼称されるようになった。なお、生活保護
法に基づく「更生施設」とは全く別の施設である。
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ＪＳＯ内
ＡＡ日本出版局

第３回アジアオセアニアサービス
ミーティング

「私達の第一の目的」
月29日（月）～30日（火）３

シドニークアラソテイツホテル

欧でＡＡが定着した今、世界のＡＡの目はアジアに東
注がれています。まだ苦しんでいるアルコホーリクの手
助けをするというＡＡの第一の目的を果たすチャンスが
これはど多く残された地帯はほかにありません。数多く
の宗教、数多くの言語、数多くの人種が混在し、経済
的にも混乱の状況にあるアジア諸国に向け、ＡＡの第一
の目的を果たす方法を話し合い、経験を分かち合うアジ
アオセアニアサービスミーティングには、わが国のほか
に、韓国、香港、台湾、タイ、グァム、ニュージーラ
、 。ンド オーストラリアが参加申し込みを済ませています

アメリカもアドバイザーとして参加します．
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ＪＳＯが、罪を犯した人々に、ＡＡメンバーのメッセージを刑務所など
に運ぶ組織的な活動をはじめて２年余りが経過した。すでに、施設によっ
ては矯正教育のプログラムの中で定着しつつある取り組みもあるとのこと
である。私が所属する法務省保護局の所管にかかる更生保護施設（注）と
いう施設でも、やはりＡＡや断酒会のメンバーの協力を得たプログラムを
行っているところがある。全体からみれば、まだまだ端緒の段階かもしれ
ない。それでも、飲酒に問題のある犯罪者に対し、司法上の措置から回復
のためのサポートヘと移行するために、刑事司法の機関がＡＡ等の自助グ
ループとの連絡をもつことは、きわめて重要な意味をもっている。
私はかつて地方更生保護委員会という機関の保護観察官の立場でいくつ

かの刑務所を担当し、収容者の仮釈放のための面接調査に当たったことが
あった。そのときに受けた印象としても、受刑者の中には飲酒が事件につ
ながって収容された人たちがいかにも多い。その中にはたまたま一時の酒
の勢いで罪を犯すにいたった例も数多いが、酪酎すると窃盗など特定の犯
罪を犯しやすくなってしまう人もいる。むろん社会全体の中のアルコール

、 。依存の問題がある人々の中では そのような人というのはごく一部である
ただ、いったんそのような飲酒と犯罪との結び付きが出来上がったかのよ
うな人にとっては、自カでの更正はかなりむずかしいといわなければなら
ない。刑務所での面接の場面で、彼らは、酒に酔っていたばかりに必要も
ないものを盗んでしまったなどと無念そうに話す。そして出所後の断酒を
誓う。ＡＡや断酒会などの自助グループの存在を知らせると、ぜひ参加し
たいとも言うのである。しかし現実に仮釈放されてみると、ＡＡや断酒会
に行かないし、行っても続かず，結局・飲酒、犯罪、服役の同じ繰返しと
なる。要は、自分自身でその飲酒の問題を正しく認識し、また対処してい
くことができず、結果的に刑務所の入出所を繰り返すことになっている。
社会の側からの強力なアシストが必要な人たちである。更生保護施設で行

、 、われる断酒や洒割こついての教育プログラムは 刑務所で行われるように
飲酒できない状況を確保してじっくりと教育を行うということがなかなか
むずかしい。それは、在寮期間がはとんどの場合１年未満と短く、また、
寮生たちが、早い時期から様々の勤務条件のもとで就労するようになるこ
と、さらには職場等で飲酒の機会が多いことなどのためである。しかし、
洒の誘惑や仕事上のストレスにまさに当面する中で自らの飲酒の問題を見
つめ、適切に対処するように援助を行うという点では、更生保護施設に在
寮する間に実施する意義も大きい。東京都内のある更生保護施設では、刑
務所出所前の面接や、各種グループワークの実施、医療、福祉に関する個
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自助グループとグループワーク

斉 藤 昭 夫

成長していなければいけない、先行く人の言動にはそれだ
けの責任がある訳です。
また、博愛の精神という点では、多少の失敗を許す寛容

さも求められます。この博愛の精神はケースワーカー等の
ブロフェッショナル、専門家にも共通して求められる資質
です。最近の福祉事務所にはこれガかけているように思い
ますけど。

�そして、平等とは、支配しない、指導的な立場に立た
ないと言うことです。専門家には、直接に指導、指示、教
育する権限と機会ガ与えられていますが、自助グループで
は、話し手ガ自分の体験談、失敗談を聞かせ、間接的に、
聞き手に本人の気づきを誘い出すことは許されます。
しかし、これガいいんですよね。仮に、他人から強制さ

れた結論なら、本人にとってはなかなか受け入れ難いもの
ですし、不納得な方向に向かって、人間は決して快＜積極
的に前進することはできません。ところガ、体験談でやん
わりと非を示唆されると、プライドは傷つきませんし、受
け入れ易いものです。自分の力で気づき、納得した結論で

、 。 、 、あれば 本心から歩むことができます この法則 手法は
専門家の立場でも時により、相手の状態によっては、有効
な方法として、取り入れることガできます。

ロバに水を飲ませる譬え話

自助グループでは、ロバに水を飲ませる場合、無理にす
すめない。自分も過去にこんなことガあったよと失敗談を
聞かせたり、こうすればうま＜行くと言う話を聞かせるの
です。他のロバがおいしそうに水を飲めぼ、本人のロバも
つられて、水を飲みた＜なるでしょう。
い＜ら専門家ガ同じことを言っても、受け手の側ガ、素

直には聞かない場合が多いでしよう。同じ病気、同じ体験
をした者同士の受け入れ易さと言う独特な関係性の効用ガ
あります。

2 専門家の役割

専門家の行うグループワークは、自助グループの手法を
。 、 、採り入れて行っていることもあります 保健所 中間施設

医療機関、共同作業所は勿論ですガ、時にはまれに福祉事
務所でグループワークとして、ミーティングを行っていま
す。

、 、この専門家の行うグループワークには 制限つきの自由
制限つきの平等ガあります。博愛精神については、専門家
と言えども、自助グループと同じ＜、寛容なる博愛精神ガ
貫かれるべきだと、私は思います。ちょっとくらいクーラ

、 、 、ーを持っていても 貯金をしていても 片日をつぶつたり
両目をつぶるくらいの寛容さガ、福祉事務所には、欲しい

ものです。

私の経験では、夫を亡くした方で、形見の宝石の指輪を
、 、３個持っている方を担当しまして ケース記録に記録せず

本人には、やたらと人前に見せないように、注意していた
、 、 、のですガ そのご婦人ガよその区に転居され 先方の区で

指輪の所有ガ問題にされて、私も「ばらまき福祉の斎藤」
とお褒めの言葉を頂き、所長ガらは 「君は記録に書かな、

」 。かった と批判され特別昇給で差別されたことガあります
そりゃそうですよ。形式的な役所の常識では、福祉を受

けてる人ガ宝石を持っているなんて、公務員としては、書
く訳にはいきません。でも夫を亡くした方にとっては、忘
れ形見として大切に所有し、今は亡き夫の愛を確かめつつ
生きていく勇気と精神的なよりどこうにこの「石ころ」が
なっているなら、大きな価値ガあるのではありませんか。
これは本人のみにとっての価値です。処分させ他の人の手
に渡ってもこのような大きな価値はありません。また、何
でも鑑定団に出せぼ分かることでしょうけど、宝石なんて
使っている内に細かい傷ガ付いて、大して処分価値にはな
らないそうです。数百万以上なら別ですけど 。、、、
つまりケースワーカーは、近視眼的な物の見方をしては

いけない、長期的な視点に立てば、福祉を受けている方ガ
病気や精神的なダメージや社会的なハンディを克服し、や
がては自立なり生活改善に向かっていく、と言うことを、
そして福祉事務所のケースワーカーはその援助活動をする
ことに仕事の面白みがあるのです。アル⊃－ル依存症の本
人を毛嫌いするケースワーカーもいますガ、でも本人を援
助すれば、周囲の家族や親族等にとっての助けとなり、家
族などが安心して生活し、社会復帰できると言う社会的な
効果を産みます。フル⊃－ルを止めれば、本人もやガては
働いたり、あるいは入院費用ガ掛からなくなって、税金ガ
無駄に浪費されない訳です。グローパルな視点に立って福
祉事籍所は考えてもらいたいものです。さて、話を戻しま
すガ、専門家のグループワークには、制限付きの自由、制
限付きの平等ガあるという話でしたガ、グループワークの
中では、また飲みたいとか、やたらと他人に責任を転嫁す
るような発言ガあった場合、私にはそうは思えないとか、
さあどうでしょうかねとか、他の人ならどう思うでしょう
とか、話の流れを切り替えることガできます。グループ構
成員に与える影響、このグループに参加した後の構成員の
その後の精神活動への影響を考慮し、不穏当な、不適切な
発言を見過ごさないことガ、グループフーカーに許される
権利であり、プロフェッショナルとしての義務です。この
権利を行使しない場合、グループワークは崩壊してしまい
ます。わざわざ専門家ガグループワークとして行う意味は
な＜なります。
自助グループは同志的な連合と愛に包まれており、グル

ープワークは必要に応じて教育的な開係性を行使するが、
やはり愛に包まれるペきだと思います．ところで、ケース
ワーカーの自助グループで、フル⊃一ル公扶研と言うグル
ープを毎月第２水曜日、高田馬場の新宿区福祉公社の地下
会議室でミーティツグを開催しています。どうぞご参加＜
ださい。今回お伝えすることは以上で終わります。

お読み頂いてありガとうございました。
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私自身は長年、福祉事務所のケースワーカーとして、あ
るいはグループワーカーとして仕事をしてきました。私が
グループワークを始めたきっかけは、Ａ，Ａの影響と東京
都中部総合精神健セッターの研修での斎藤学先生の示唆に
よるものでした。
その後の経験をもとに自助グループとグループワークに

ついて、お話ししたいと思います。

1 自助グループ

自助グループとは一言で言えば、患者会です。方法とし
、 、 、ては 一緒に手を携えて 支え合い病気と立ち向ガったり

受け入れたりする所です。その自標は回復又は、より良い
生き方を目指すところです。
自助グループの活動には 「自由、平等、博愛」ガ貫か、

れる必要があると、私は思います。

�そこには、発言の自由が保障され、参加者はプラスの
事もマイナスの事も、何でも自由に発言することガできま
す。なにを話しても決して非難されないと言う安心感が、
自由に自分を開花して真実と本心を話す事ガできます。こ
うして自分自身のことを話す経験を積み重ねるうちに、先
行＜仲間に影響され、次第に自分自身のことを振り返るこ
とができてきます。これを長年繰り返し、繰り返し、行う
と人間ガ変わつて来ます。かつては、自己愛ガ強＜、他人
に批判的、他罰的であつた人でも、自分自身の問題を反省
して、他人を変えようともがくより、自分自身を変えるこ
との方が、精神的な落ち書きを得られると気づきます。こ
こまで＜ると、回復に向かっていると言えるでしよう。何
年間断酒し、自助グループに参加していると害っても、他
人を批判、非難している内は 「まだあいつは、回復して、

。」 （ ） 。いない と負の マイナスの 評価を受けてしまいます
物事を前向きに、見る力がつくかどうかが、回復のポイツ
トと言えます。
では、一体どういう人ガ回復するのガと言いますと、謙

虚になれて、他人の話、時には自分にとつて耳ガ痛い話を
も、受け入れることガできるかどうかガ、自分を変える力
を得る鍵であるように思います。
ところで、話し手の発言にはなにが飛び出すか分からな

、 。 、いと言う スリルもあります それに巻き込まれないよう
聞き手の方は、プラスの事を持ち帰り、マイナスの事を聞
き流し、置捨てて帰る自由がありますが、これも一定の能
力と鍛錬を必要とします。見分ける能力と言えます。

�他方、話しての方も、特に先行く人の場合には、まだ
無防備なビギナーにショックを与えたり、スリップするき
っかけとなるような言動を慎むジェントリー（優しさ）が
必要です。その優しさガ博愛です。先行く人は、それだけ
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用
の
際
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
腹
立
ち
に
な
ら
な

う
に
。
新
し
い
オ
フ
ィ
ス
は
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
、
明
る
い
と
こ

ろ
で
す
．
以
前
の
約
４
倍
の
広
さ
と
な
り
、
Ａ
Ａ
の
出
版
物
の

全
て
（
在
庫
も
含
め
て
）
を
書
棚
に
収
納
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

だ
充
分
に
整
理
が
出
来
て
は
い
な
い
の
で
す
が
、
日
本
の
Ａ
Ａ

の
歩
み
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ホ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
文
献
、
書
籍
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
テ

ー
プ
な
ど
も
充
分
と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
日
本
全
国
の
情
報
や
世
界
各
国
の
情
報
が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
．

メ
ン
バ
ー
の
一
人
一
人
の
献
金
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｓ
Ｏ
は
、
Ａ
Ａ
の
唯
一
の
目
的
に
向

け
た
活
動
を
一
歩
ず
つ
続
け
て
い
ま
す
。
Ａ
Ａ
を
知
ら
ず
に
今
も
苦
し
ん
で
い
る
人

達
、
そ
し
て
将
来
に
Ａ
Ａ
を
知
る
で
あ
ろ
う
人
達
に
私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け

ら
れ
る
た
め
に
、
是
非
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
．


